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保護者と連携した情報モラル指導

学校で行う保護者への啓発活動

保護者に何を伝えるか

保護者向け啓発活動の実践

生徒をめぐる２つの大きな事件

高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（IT戦略本部）は，重点計画-2006の中で，

「主に保護者や教職員を対象にしたe-ネットキャラバンの実施等の施策を推進」，「少年，保

護者等に対して情報モラル，フィルタリング機能等についての理解促進を図る」と述べてい

ます。これは，インターネット，携帯電話が児童生徒にも普及したことにより，児童生徒が

トラブルに巻き込まれる事例が増加し，その対策として保護者への啓発・指導も必要になっ

てきたことを示しています。インターネット，携帯電話を使う際に守るべきルール，マナー

や危険性に対する対処方法等をしっかり教えた上で，それらを利用させることが必要です。

インターネットや携帯電話の利用によるトラブルに

児童生徒が巻き込まれた事例の多くは，保護者が契約

した携帯電話やインターネット回線の利用によって起

きています。そのため，学校での指導だけでなく，保

護者による家庭での指導が重要です。

以前，ある学校で，2つの事件が起きました。

トラブル事例の多くは，保護者が児童生徒にそれら

を利用させた際に，児童生徒がどのように利用するか

を十分検討しなかったことに起因します。インターネ

ットや携帯電話を児童生徒に利用させる時に，守るべ

きルール，マナー，危険から身を守るための注意事項

などを教える必要があることを保護者に理解してもら

い，教えるポイントを保護者に伝えることが必要です。

２つの事例とも，学校が関与しない場所で起きた事であり，学校の職員がその事実を聞いたのは事件が起こった後

でした。保護者が児童生徒の様子の異変に早く気づいていれば，事は大きくならずに済んだのではないかと思います。

こういった事態を避けるには，以下に紹介するような保護者と連携した情報モラル指導が効果的です。

こうすればよかった?!

複数の生徒が携帯電話のメールで連絡を取

り合っていたことが原因となり，また，早期発見で

きなかったことも重なり，大きな問題に発展してし

まった事例です。当該生徒の保護者は自分の子ども

が日頃から携帯電話で友人とメールのやりとりをし

ていることは知っていましたが，何をやり取りをし

ているかは把握しておらず，子どもの変化に気づく

ことができませんでした。早期発見ができなかった

ことが問題を大きくしてしまいました。

事件１

ネットを通じて知り合った他校の生徒から

ネット上で誹謗中傷された事件です。被害にあった

生徒は掲示板を設置したWebサイトの運用をしてい

ました。その掲示板を通して遠方の生徒と知り合い

になり，実際に生徒同士で会って，いっしょに遊ぶ

ようになりました。しかし，ある時，些細なことが

きっかけで仲が悪くなり，他校の生徒は友人数人と

掲示板を荒らし，その生徒に対して誹謗中傷を行い

ました。

被害生徒は何度も抗議しましたが聞き入られなか

ったため，相手の生徒が通う学校にFAXで事実を伝

え，その学校の先生に直訴したという事例です。

事件２

活動を行うタイミング

保護者向け講習会実施・そのポイント

活動を行う上での意識

保護者向け講習会の事前準備

学校が取り組んでいる情報モラル教育の概要や家庭

での携帯電話やインターネットの使い方について，保

護者に協力していただきたいことは，年度当初に行わ

れる保護者会などで伝えるとよいでしょう。その上で，

保護者と連携した教育活動を行うための啓発活動を年

間行事計画に位置づけ，毎年実施することが理想です。

小中連携した取り組みも検討することをお勧めします。

また，活動を行うにあたっては，保護者会の前の参

観授業で，「親子で考える情報モラル」のような授業

を行った上で活動するとよいでしょう。

携帯電話やインターネットの不適切な使い方から生

じるトラブルについて，保護者に理解してもらうこと

を最初のねらいにするとよいでしょう。使いようによ

っては，児童生徒が加害者にも被害者にもなりかねな

い「物」を児童生徒に持たせているという「危機感」を保

護者の方に抱かせるような流れを組むとよいでしょう。

また，「うちの子に限って…」とか「あの事例は都

会で起こったこと。こんな田舎の学校なら大丈夫だろ

う。」などの思いを保護者に断ち切ってもらうように

することも大切です。

アンケートの実施…事前に保護者と児童生徒の双方

にインターネットや携帯電話をどのような状況下で，ど

のくらい利用しているかをアンケートで調査し，「保護

者向け啓発活動」の冒頭で実態を示すとよいでしょう。

�インターネット利用のメリット，デメリット

携帯電話やコンピュータによるインターネット利用

の一般的なメリット，デメリットを伝えます。そして，

児童生徒が大人になる頃にはネット利用があたりまえ

の時代になることも伝えます。

�インターネット利用の教育的価値

学校でのインターネット利用の教育的価値を示しま

す。同時に，学校はフィルタリングソフトで教育上不

適切な情報を遮断するよう対策を取っていることや，

情報モラルの指導も行っていることを説明しましょう。

�アンケート結果

アンケート結果を示します。特に，例えば，携帯電

話の利用が「電話としての利用」より「メールの利用」

のほうが圧倒的に多いことなど，ポイントとなるよう

なことは強調したほうがいいでしょう。

�保護者向けのアンケート結果

保護者向けのアンケートの結果も示し，その中で児

童生徒の結果と比較して示すことが大切です。保護者

は児童生徒に指導しているつもりでも，児童生徒は全

くわかっていないという実態が見えてくるからです。

�ネット利用のトラブル・事件

家庭での携帯電話やコンピュータによるネット利用

によって巻き込まれてしまったトラブル，事件などが

あれば示します。可能な範囲で，自校や近隣の学校で

起きた事件を取り上げれば，切実感を保護者に持って

もらうことが期待できます。

�学校で行っている指導の内容

学校で行っている指導の内容を説明します。特に情

報モラル指導の部分は強調すべきです。

�学校でできることと保護者が行うべきこと

学校での指導には限界があり，家庭の協力が必要で

あることを話します。そして，「ここまでが学校で指

導できること・すべきこと」，「ここからは家庭での保

護者の指導・支援が必要なこと」と，情報モラルの問

題について指導や啓発すべき点に関する役割分担の範

囲を伝えます。例えば，携帯電話の取り扱いについて，

持ち込みを禁止している学校においては「学校では生

徒指導上，携帯電話を学校へ持ってくることを禁止し

ています。」ということを児童生徒に伝えながら，「保

護者は『そもそも，何のために携帯電話を児童生徒に

持たせるのか。』を児童生徒といっしょにしっかり考

え，検討し，児童生徒への啓発を行ってほしい。」と

いうことを保護者に伝えます。


